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中性子星の内部では超高密度物質が、超新星爆発・重力崩壊によるブラック

ホールの形成過程では超高温・高密度物質が生成されるため、クォーク物質の

生成が期待されている。コンパクト天体現象では、荷電中性条件からクォーク

毎に化学ポテンシャルの異なる非対称核物質 [δµ = (µd − µu)/2 6= 0] が生成さ

れる。このため、QCD相転移を議論するには、アイソスピン化学ポテンシャ

ルを含む3次元 (T, µ, δµ)QCD相図を考える必要がある。

これまで我々は、ベクトル結合を取り入れたポリヤコフ・クォーク・メソン

(PQM) 模型 [1] を用いて、3 次元 (温度 T , バリオン化学ポテンシャル µB,

アイソスピン化学ポテンシャル δµ)のQCD相図を求め、ブラックホール形成

過程で生成される物質 [2]の熱的変数 (T, µB, δµ)と比較することにより、この

現象でのQCD相転移について議論してきた。この結果、ブラックホール形成

過程で生成される物質の温度・化学ポテンシャルがQCD臨界点に達する可能

性を示唆した [3]。
今回の発表では、中性子星内部で生成される低温・非対称物質 [4]のQCD

相転移に着目する。現時点での結果として、中性子星の内部でQCD相転移線
の δµ依存性のため、クォーク物質への相転移が従来考えらていた1 次相転移
ではなく、連続相転移になる可能性があることが分かっており、このことにつ
いて議論する予定である。
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